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双方向の情報交流 

町田市のインキュベート

施設への期待と課題 
 

 町田市の中心部(旧第 3 庁舎)に新たに産業

支援施設が出来ます。その目玉は、新規に起

業を考える人や 5 年以内に起業した人や会社

を対象とするインキュベーションフロアーの

開設です。名称は町田市新産業創造センター

とされ、一般の賃貸オフィスフロアーも設置

されます。 

そのインキュベート施設は、私がその設置

を前の寺田市長時代に一早く提唱して求めた

ものですが、この 2 月 6 日より申し込み受付

を開始されます。私も心当たりの人や会社に

案内し、この事業を支援したいと思います。 

なお、この「起業」に関して、私には身近

な人物に「起業」とその成功事例があります。

それは、元インターン生（98年参加の第一期

研修生：出雲充 君が創業した会社＝株式会

社 ユーグレナ）が、昨年末に東京証券取引

所(マザーズ)に上場し、有望なバイオ関係企業

として、とても成長が期待されている状況に

あります。(日経新聞本社で 12.12.12撮影) 

 

65歳以上は老人でしょうか 

 

 1／1現在の「町田市の人口」調査を記録し

た表が届きました。市内の総人口が 425,762

人（男 209,693 人、女 216,069 人）であり、

平均年齢では 44.41歳となっています。 

 年齢の区分は以下の数値です。(単位：人) 

年少人口 

(0～14歳) 

生産年齢人口 

（15～64歳) 

老人人口 

（65歳～) 

58,397 270,028 97,337 

13.72% 63.42% 22.86% 

  

 年齢構造指数の推移と言うグラフもありま

すが、従属人口指数というものが掲載されて

いました。それは、(年少人口＋老人人口)／生

産年齢人口×100 とされ、説明では生産年齢

人口 100 人が、年少人口と老人人口どれだけ

養うかを表す指標とされています。2003年で

は 41.3であったものが 2013年には 57.7とな

っており、確実に増加の傾向にあります。 

ところで、根本的に納得しがたいのがその

年齢区分と行政の解釈です。 

この区分では 65 歳以上が一律に老人とさ

れ、15歳～64歳の生産年齢人口に養われるも

のとされますが、両者の意味で現実的と思い

ます。町田市に限らず、日本では 18歳までの

年齢で働くことは少なく、20歳を過ぎても学

生の場合は自分が必要なお金を稼ぐバイトは

あっても、老人を養うとは考えられません。 

65歳以上で働く人は大勢おり、今後は現役

引退の年齢もはるかに高くなっていくでしょ

う。そろそろ、統計の名称も変ることが必要

です。現に、私も本年 6月で 65歳を迎えます

が、まだまだ体力は衰えていません。 

 

★ マルチメディア双方向発信 吉田つとむ発見動画チャンネル 
URL http://j-expert.jp/ 発見動画チャンネル http://jp.youtube.com/yoshidaben 
編集 〒194-0011 町田市成瀬が丘 1-14-12サンホワイトＥ103-13吉田つとむ（市議会議員） 
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第 31期・第 32期 

インターン生募集中 

小学校図画工作展を鑑賞 
 

 
町田市立国際版画美術館で開催の小学校図

画工作展は第 26回目を迎え、別の日程で行わ

れた中学校美術作品展、今後開催される小学

校書写展と合わせ、公立小中学校作品展とし

て日頃の教育学習の成果を、市民全体に対し

て公開されているものです。出展数は毎年

8000点を越しているということでした。全体

日程では、1 月 11 日から 2 月 17 日まで 1 ヶ

月以上の期間をかけて展示されています。 

 
南第 4小学校の展覧会の一部(同校体育館) 

小中学校作品展を取材中

の教科書編集者と会話 
私がその作品を鑑賞していた時、同じ時間

で作品を見て回っていた人がいました。どこ

かの学校教師の 1 人だろうと思っていました

が、作品を鑑る姿に今までに感じなかった雰

囲気を感じました。失礼でしたが、話しかけ

て聞いてみると、教科書・参考書を発行する

K 出版の編集者の人でした。その編集者の人

は、私が見て回るより、もちろん時間をかけ

て作品を一つ一つ見て回り、あるいは全体を

見渡していました。 

 同じ日に、その K 出版の編集者の人と町田

市立南第 4 小学校で一緒になりました。版画

美術館を出た後、この学校作品展も見学にこ

られたわけです。編集の仕事でこうした小学

生の図画工作展を訪れ、数多くの作品の中か

ら教科書掲載に相応しい絵画や工作物をピッ

クアップしているとのことでした。 

 
 町田市が採用する図工教科書は別の出版会

社のものですが、町田市の児童の作品が掲載

されたものが使用されると楽しいですね。 

★吉田つとむの連絡先  TEL 042-795-7361  FAX 042-795-2726 
◇ どうぞ、町田市政や議会に関するご要望や、ご意見をお気軽にお寄せ下さい。 

Mail：   mobile:  yoshidaben@docomo.ne.jp 


